
   　　　   　平成２５年度電気事業会計決算概要

（１）概要

　○年間販売電力量は、新規に運転開始した小水力発電所（賀祥）及び太陽光発電所（企業局東部、

　　西部、ＦＡＺ倉庫）により前年度比３.９％増の約１６万７千MWhとなったが、既存水力発電所

に係る単価改定（10.01→9.08円/kWh）により電力料収入等の事業収益は、前年度比３１百万円

減の１７億３６百万円となった。

　○事業収益は若干減少したが、既存水力発電所の減価償却費や企業債の支払利息等の減少に伴い
　 　 事業費用も６２百万円減少したことにより、純利益は前年度比３１百万円増の２億４５百万円

となった。

（２）収益的収入・支出(３条)
（税抜、単位：百万円）

  25年度   24年度 差　　引

①収　益 1,736 1,767 △ 31

　　  営業収益 1,708 1,735 △ 27

1,708 1,735 △ 27

1,604 1,684 △ 80

87 51 36

17 0 17

0 0 0

28 32 △ 4

　　  特別利益 0 0 0

②費　用　 1,491 1,553 △ 62

　　  営業費用 1,367 1,392 △ 25

1,247 1,339 △ 92

　　　　 風力発電費 117 53 64 修繕費の増（2号機故障対応）

3 0 3 H25年度運用開始 

　　  営業外費用 124 161 △ 37 既存発電所に係る企業債償還完了分の支払利息の減

0 0 0

245 214 31

○純利益（未処分利益剰余金）２４５百万円の全額を減債積立金に積み立てる

（３）資本的収入・支出（４条）

25年度 24年度 差    引

385 280 105  

　　　企業債 385 280 105 新規発電所建設に係る企業債借入金の増

　　　国庫補助金 0 0 0 　

807 974 △ 167

　　　建設改良費 416 322 94

　　　企業債償還金 391 652 △ 261 既存発電所に係る企業債償還完了分の減

△ 422 △ 694 272

330 79 251

○主な建設改改良工事（消費税抜き）              賀祥発電所建設工事　　　　　　　　　　　　　　 　　　　（１２８百万円）

企業局西部事務所太陽光発電設備工事　　　　　　　（ １４百万円）

ＦＡＺ倉庫太陽光発電設備工事　　　　　　　　　　　　 （１０７百万円）　

企業局東部事務所太陽光発電設備工事　　　　　 　　（６８百万円）

　　　　　※上記金額はＨ２５年度の完成払い

（４）　借入金の状況（企業債）

前年度未残高 当年度借入額 当年度償還額 当年度末
未償還残高

3,396 385 391 3,390
（注）　建設改良費の充当財源として借入

　実質資金収支 ３,４条収支合計に減価償却費等非資金収支を加えた額

　 　　　電力料

　　 　　　 水力発電電力料

　　 　　 　風力発電電力料

　 　　　営業雑収益

②資本的支出

①資本的収入

(税抜、単位：百万円)

区　　分

　

　　  営業外収益

　　　　 水力発電費 耐用年数経過による減価償却費の減等

　　 　　　太陽光発電電力料

　　　 　太陽光発電費

区　　　  分 備　　　    考

差引（①－②）

新規発電所建設に係る工事費の増

備　　　考

退職給預金知事部局負担金受け入れほか

　　  特別損失

　当年度純損益(①－②) 

【売電電力量及び単価等】

区分
売電電力量

（MWｈ）
目標達成率

（％）
単価

(円/kWh）

水力発電

(8箇所)

  １６１，４７１

（ １５５，１８４）

　　９８．０

　　（９４．７）
　１０．０１→９．０８

（Fiｔ適用以外※1）

風力発電

(1箇所)

　　　４，５４５

　　 （４，９６８）

    ９６．８※2

    （８９．９） 　１９．０８※3

太陽光発電
（3箇所）

　　　　　４３０
　　 （　 － 　 ）

  １０４．８
    （　－ 　）

４０．００

※H24年度FIT単価

合計
  １６６，４４６

（ １６０，１５２）

  　９８．０

  　（９４．６）

（）内は昨年度実績等
※1　FIT適用発電所の単価は次のとおり
　　　加地：18.96、袋川：20.91､賀祥：29.00
※２　H25年度に目標電力量の見直し

※３　H25年度FIT適用により　10.26→19.08に変更


